
様式第５号（教育実習実施計画に関する書類） 

教育実習・学校体験活動実施計画 

１ 教育実習・学校体験活動の内容及び成績評価等 

① 教育実習・学校体験活動の時期

＜教育実習＞４年次５月～９月

＜学校体験活動＞３年次５月～１２月

② 教育実習・学校体験活動の実習期間・総時間数

＜教育実習＞中学校４週間程度（全授業時間１２０時間以上）

高等学校２週間以上（全授業時間８０時間以上）

＜学校体験活動＞中学校又は高等学校（合計４５時間）

③ 教育実習・学校体験活動の確保の方法

＜教育実習・学校体験活動＞

受入れを承諾している学校の中から希望する実習校を選び、内諾を得るように学生を指導する。

必要に応じ「星槎道都大学教育実習協議会」のネットワーク機能により調整を行う。 

④ 教育実習・学校体験活動内容

＜教育実習＞

主として次に掲げる目標を達成することができるよう、一定の実践的指導力を有する指導教員の

下で、観察・参加・実習等の方法により教育実践にかかわる学修を行う。 

（１）生徒の発達や学校生活の実態と課題の理解

（２）学校経営方針、特色ある教育活動、組織体制、施設設備の維持管理等の理解及び研究

（３）学習指導要領及び生徒の実態を踏まえた学習指導案の作成と授業実践及び研究

（４）学習指導の基礎的技術（話法、板書、学習形態、授業展開等）の理解と研究

（５）特別活動、生徒指導、教育相談の体験的実践及び研究

（６）学校事務・学級担任、ＰＴＡ活動、地域社会活動の体験的実践及び研究

（７）教師としての勤務や研究活動の理解及び実践

  ＜学校体験活動＞ 

学校運営の実際の状況を体験的に理解し、教員に求められる資質能力や自らの教員としての適格

性を把握することができるよう、主として、次に掲げるような体験的な活動を行う。 

（１）生徒の話し相手

（２）授業補助

（３）学校行事・部活動への参加

（４）事務作業の補助

（５）放課後児童クラブ，放課後教室，土曜授業の補助

（６）特別支援活動

⑤ 教育実習・学校体験活動生に対する指導の方法

＜教育実習＞

実習中に実習生から指導教員に対し概ね５日ごとに実習状況を報告させ、適宜指導を行うとともに、

実習期間中の適切な時期に指導教員が実習校へ巡回指導を行う。 
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  ＜学校体験活動＞ 

   実習中に実習生から指導教員に対し一定期間ごとに実習状況を報告させ、適宜指導を行うとともに、

実習期間中の適切な時期に指導教員が実習校へ巡回指導を行う。 

⑥ 教育実習・学校体験活動の成績評価（評価の基準及び方法） 

 ※ 評価項目表、評価シート等がある場合は、本計画書に添付すること。 

  ＜教育実習＞ 

   以下の資料等に基づき、「星槎道都大学教職センター運営会議」において総合的に評価を行う。 

   （１）実習校からの資料（教育実習評価表･･･別紙添付） 

   （２）実習日誌 

   （３）教育実習レポート 

   （４）巡回指導時における評価 

   （５）実習後の面接 

   （６）教育実習反省記録 

   （７）教育実習体験発表会における発表内容 

 

＜学校体験活動＞ 

以下の資料等に基づき、「星槎道都大学教職センター運営会議」において総合的に評価を行う。 

  （１）実習校からの報告 

  （２）学校体験活動レポート 

  （３）巡回指導時における評価 

  （４）実習後の面接  

  （５）学校体験活動反省記録 

  （６）学校体験活動体験発表会における発表内容  

    

評価規準 ①多様な教育活動の実際に触れることができる。  

     ②積極的に意欲を持って体験活動に取り組むことができる。 

     ③教員に求められる資質や能力について考えを深めることができる。 

     ④自らの教員としての適格性について考えを深めることができる。 

     ⑤教職を目指す学生として今後の課題を明らかにすることができる。 

 

  ＜教育実習・学校体験活動＞ 

   評価基準  S 100～90 点 特に優れた成績 

         A  89～80 点 優れた成績 

         B   79～70 点 妥当と認められる成績 

         C   69～60 点 合格と認められる最低限の成績 

         F   59 点以下 合格と認められる最低限の成績に達していない 
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２ 教育実習・学校体験活動の事前及び事後の指導の内容等 

  ＜教育実習＞ 

   事前指導においては、教育実習生として遵守すべき義務と責任、身に付けておくべき技能等を理

解させるとともに、誠実かつ積極的に実習に取り組む意欲の向上を図る。事後指導においては、

実習の成果を振り返り、以後の学修においてさらに修得することが必要な知識や技能について理

解させる。 

 

  ＜学校体験活動＞ 

   事前指導においては、学校体験活動の意義・内容をはじめ、体験活動の実習生として遵守すべき

義務と責任等を理解させるとともに、誠実かつ積極的に体験活動に取り組む意欲の向上を図る。

事後指導においては、体験活動の成果を振り返り、以後の学修においてさらに修得することが必

要な知識や技能について理解させる。 

① 時期及び時間数 

  ＜教育実習＞ 

  ３年次１０月～４年次１０月（３０時間） 

  ＜学校体験活動＞ 

  ３年次６月～４年次１２月（１５時間） 

② 内容（具体的な指導項目） 

  ＜教育実習＞ 

  【事前指導】 （１）教育実習の流れ等に係る全般的事項の説明（２時間） 

          （２）教育実習の意義・内容及び実習生として遵守すべき事項等の指導（４時間） 

          （３）漢字、一般教養、論文、レポート、板書指導に係る演習（４時間） 

          （４）学習指導案の作成（６時間） 

          （５）模擬授業（４年生の体験発表等を含む）の実施（６時間） 

  【事後指導】 （１）実習の反省（２時間） 

          （２）教育実習反省記録の作成（２時間） 

          （３）教育実習体験発表会の実施（４時間） 

 

  ＜学校体験活動＞ 

  【事前指導】 （１）学校体験活動の流れ等に係る全般的事項の説明（１時間） 

          （２）学校体験活動の意義・内容及び実習生として遵守すべき事項等の指導（４時間） 

          （３）体験活動内容に係る実習校の指示の確認（２時間） 

          （４）学校体験活動実施案の作成（３時間） 

  【事後指導】 （１）実習の反省（２時間） 

          （２）学校体験活動反省記録の作成（１時間） 

          （３）学校体験活動体験発表会の実施（２時間） 

 

 

 

 

3



３ 教育実習・学校体験活動に関して連絡調整等を行う委員会・協議会等（以下「委員会等」という。） 

① 大学内の各学部・学科等との連絡調整を行う委員会等 

・ 委員会等の名称 

  「星槎道都大学教職センター運営会議」 

・ 委員会等の構成員（役職・人数など） 

  教職センター所長、各学科代表教員、教職専任教員、学務課長（相当職） 

  構成員数１５名 

・ 委員会等の運営方法 

  教育実習指導の計画と実施、教育実習受講資格の判定、教育実習等の評価等に関して協議が必要な 

  場合、教職センター所長が招集し、議長となって当会議を運営する。 

【委員会の組織図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 大学外の関係機関（例：都道府県及び市区町村教育委員会など）との連絡調整等を行う委員会等 

（※学校体験活動を含む場合は、大学と学校との連携体制についても記載すること。） 

・ 委員会等の名称 

  「星槎道都大学教育実習協議会」 

・ 委員会等の構成員（役職・人数など） 

  教職センター所長、学部長、教職センター教員、学務課長（相当職） 

  教育委員会学校教育担当、実習校校長 

  構成員２３名 

・ 委員会等の運営方法 

  学内組織の星槎道都大学教職センター運営会議の議長である教職センター所長が招集し、教育実習 

  指導の計画（実習生配置計画含む）等の協議を行う。 

 

 

 

議長 

教職センター所長 

委員 

教職科目専任教員 

（２名） 

委員 

学務課長 

（１名） 

委員 

デザイン学科（１名） 

建築学科（１名） 

 

委員 

経営学科（通信教育課

程含む）（３名） 

（１名） 

委員 

社会福祉学科 

（５名） 

委員 

学務課担当者 

（１名） 

4



【委員会の組織図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教育実習・学校体験活動の受講資格 

 （１）基本要件 

    ・授業を行うのにふさわしい学力・見識・良識を有すること 

    ・教育実習に係る関係書類を提出すること 

    ・指定するガイダンス等に出席すること 

 （２）単位取得要件 

    ・共通教育科目は、２４単位以上を修得（情報基礎演習、スポーツ総合、健康科学を含む） 

    ・専門科目は、１・２年次に開講される「必修科目」を全て修得 

    ・「教育の基礎的理解に関する科目」及び「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導 

     教育相談等に関する科目」は、１・２年次に開講される「必修科目」を全て修得 

    ・２年次前期修了時の通算ＧＰＡが良好な者 

 （３）上記要件の他、事前レポート、漢字テスト、小論文、面接の結果等により、星槎道都大学教職 

    センター運営会議において総合的に審議し、受講許可を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

教職センター所長 

委員 

教職専任教員 

（２名） 

委員 

学務課長 

（１名） 

委員 

美術学部長 

委員 

経営学部長 

委員 

社会福祉学部長 

委員 

学務課担当者 

（１名） 

（２名） 

委員 

各教育委員会 

学校教育課（２名） 

委員 

教育実習校校長 

（１３名） 

教育委員会学校教

育課 
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５ 教育実習・学校体験活動実習校(通信教育課程実習校) 

教育 

実習 

体験 

活動 
学級数の合計 中学校６７学級、高等学校５６学級 

○ ○ 
学校名 

教員数 

北広島市立東部中学校（北海道北広島市美咲き野１丁目１２－１） 

学級数：１４ 生徒数：３７２人 

２８人  （内訳）教諭２７人、養護教諭１人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

北広島市立西部中学校（北海道北広島市輪厚中央１丁目１２－１） 

学級数：８ 生徒数：１７１人 

１６人  （内訳）教諭１５人、養護教諭１人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

北広島市立大曲中学校（北海道北広島市大曲中央２丁目４－１） 

学級数：１６ 生徒数：４８１人 

３２人  （内訳）教諭３０人、講師１人、養護教諭１人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

北広島市立西の里中学校（北海道北広島市西の里７９０） 

学級数：１０ 生徒数：２３１人 

２１人  （内訳）教諭１９人、養護教諭１人、栄養教諭１人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

北広島市立広葉中学校（北海道北広島市広葉町５丁目１） 

学級数：８ 生徒数：１６９人 

１９人  （内訳）教諭１７人、養護教諭１人、栄養教諭１人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

北広島市立緑陽中学校（北海道北広島市緑陽町３丁目４） 

学級数：５ 生徒数：１１５人 

１５人  （内訳）教諭１２人、養護教諭１人、講師２人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

星槎もみじ中学校（北海道札幌市厚別区もみじ台北５丁目１２－１） 

学級数：６ 生徒数：９５人 

２２人  （内訳）教諭１３人、講師８人、養護教諭１人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

北海道北広島高等学校（北海道北広島市共栄３０５－３） 

学級数：２３ 生徒数：９０６人 

７１人  （内訳）教諭６３人、講師６人、養護教諭２人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

北海道北広島西高等学校（北海道北広島市西の里東３丁目３－３） 

学級数：２１ 生徒数：７０３人 

５４人  （内訳）教諭４８人、講師４人、養護教諭２人 

○ ○ 
学校名 

教員数 

星槎国際高等学校（北海道札幌市厚別区もみじ台北５丁目１２－１） 

学級数：１２(本部校、北広島・札幌北学習センター)  

生徒数：６，０１２人 

２１人(本部校、北広島・札幌北学習センター) 

（内訳）教諭２０人、講師１人 

○ ○ 教育委員会名  北広島市教育委員会 小学校：８校 中学校：６校 
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教育実習、学校体験活動受入承諾書 

 

 

 

  学校法人北海道星槎学園が設置する星槎道都大学 経営学部経営学科 通信教育課程に係る教育実習

生の教育実習、学校体験活動の受入れについて、下記のとおり承諾します。 

 

記 

 

 １ 実習等の受入れは、令和５年度入学以降の学生の実習等を対象とする。 

 

 

 ２ 学校体験活動については、次のとおりとする。 

 

 （１）学校体験活動とは、学校における教育活動や学校行事、部活動、学校事務などの学校における 

    活動全般について、支援や補助業務を行うことをいう。 

 

   （主な活動内容） 

○生徒等の話し相手、遊び相手 

○授業補助  

○学校行事や部活動への支援 

○事務作業の補助 

○放課後児童クラブ、放課後教室、土曜授業の補助 等 

 

 （２）学校体験活動において学生が行う支援、補助業務の指示は受入校の校長が行う。 

 

 （３）学校体験活動に関する学生への指導や評価は大学の担当教員が行う。 

 

 （４）学校体験活動に関する上記以外の事項については、大学と受入校との協議により決定する。 

 

 

 ３ 教育実習、学校体験活動の受入れについては、大学の依頼に基づき、協議の上、校長が決定する。 

 

 

以上 

  

 

令和 ４年 ２月 ２８日 

 

 北海道星槎学園 

 星槎道都大学  

  学 長  飯 浜 浩 幸 様 

                             学校法人国際学園 

                     （学 校 名） 星槎もみじ中学校        

 

 

                     （学 校 長） 校長 澤口 文裕        
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教育実習、学校体験活動受入承諾書 

 

 

 

  学校法人北海道星槎学園が設置する星槎道都大学 経営学部経営学科 通信教育課程に係る教育実習

生の教育実習、学校体験活動の受入れについて、下記のとおり承諾します。 

 

記 

 

 １ 実習等の受入れは、令和５年度入学以降の学生の実習等を対象とする。 

 

 

 ２ 学校体験活動については、次のとおりとする。 

 

 （１）学校体験活動とは、学校における教育活動や学校行事、部活動、学校事務などの学校における 

    活動全般について、支援や補助業務を行うことをいう。 

 

   （主な活動内容） 

○生徒等の話し相手、遊び相手 

○授業補助  

○学校行事や部活動への支援 

○事務作業の補助 

○放課後児童クラブ、放課後教室、土曜授業の補助 等 

 

 （２）学校体験活動において学生が行う支援、補助業務の指示は受入校の校長が行う。 

 

 （３）学校体験活動に関する学生への指導や評価は大学の担当教員が行う。 

 

 （４）学校体験活動に関する上記以外の事項については、大学と受入校との協議により決定する。 

 

 

 ３ 教育実習、学校体験活動の受入れについては、大学の依頼に基づき、協議の上、校長が決定する。 

 

 

以上 

  

 

令和 ４年 ２月 ２８日 

 

 北海道星槎学園 

 星槎道都大学  

  学 長  飯 浜 浩 幸 様 

                              

                     （学 校 名） 北海道北広島高等学校       

 

 

                     （学 校 長） 校長 目谷 信靖         
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教育実習、学校体験活動受入承諾書 

 

 

 

  学校法人北海道星槎学園が設置する星槎道都大学 経営学部経営学科 通信教育課程に係る教育実習

生の教育実習、学校体験活動の受入れについて、下記のとおり承諾します。 

 

記 

 

 １ 実習等の受入れは、令和５年度入学以降の学生の実習等を対象とする。 

 

 

 ２ 学校体験活動については、次のとおりとする。 

 

 （１）学校体験活動とは、学校における教育活動や学校行事、部活動、学校事務などの学校における 

    活動全般について、支援や補助業務を行うことをいう。 

 

   （主な活動内容） 

○生徒等の話し相手、遊び相手 

○授業補助  

○学校行事や部活動への支援 

○事務作業の補助 

○放課後児童クラブ、放課後教室、土曜授業の補助 等 

 

 （２）学校体験活動において学生が行う支援、補助業務の指示は受入校の校長が行う。 

 

 （３）学校体験活動に関する学生への指導や評価は大学の担当教員が行う。 

 

 （４）学校体験活動に関する上記以外の事項については、大学と受入校との協議により決定する。 

 

 

 ３ 教育実習、学校体験活動の受入れについては、大学の依頼に基づき、協議の上、校長が決定する。 

 

 

以上 

  

 

令和 ４年 ３月 ３日 

 

 北海道星槎学園 

 星槎道都大学  

  学 長  飯 浜 浩 幸 様 

                              

                     （学 校 名） 北海道北広島西高等学校       

 

 

                     （学 校 長） 校長  佐賀 聡          
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教育実習、学校体験活動受入承諾書 

 

 

 

  学校法人北海道星槎学園が設置する星槎道都大学 経営学部経営学科 通信教育課程に係る教育実習

生の教育実習、学校体験活動の受入れについて、下記のとおり承諾します。 

 

記 

 

 １ 実習等の受入れは、令和５年度入学以降の学生の実習等を対象とする。 

 

 

 ２ 学校体験活動については、次のとおりとする。 

 

 （１）学校体験活動とは、学校における教育活動や学校行事、部活動、学校事務などの学校における 

    活動全般について、支援や補助業務を行うことをいう。 

 

   （主な活動内容） 

○生徒等の話し相手、遊び相手 

○授業補助  

○学校行事や部活動への支援 

○事務作業の補助 

○放課後児童クラブ、放課後教室、土曜授業の補助 等 

 

 （２）学校体験活動において学生が行う支援、補助業務の指示は受入校の校長が行う。 

 

 （３）学校体験活動に関する学生への指導や評価は大学の担当教員が行う。 

 

 （４）学校体験活動に関する上記以外の事項については、大学と受入校との協議により決定する。 

 

 

 ３ 教育実習、学校体験活動の受入れについては、大学の依頼に基づき、協議の上、校長が決定する。 

 

 

以上 

  

 

令和 ４年 ２月 ２８日 

 

 北海道星槎学園 

 星槎道都大学  

  学 長  飯 浜 浩 幸 様 

                              

                     （学 校 名） 星槎国際高等学校         

 

 

                     （学 校 長） 校長  前田 豊         

 

11



教育実習、学校体験活動受入承諾書 

 

 

 

  学校法人北海道星槎学園が設置する星槎道都大学 経営学部経営学科 通信教育課程に係る教育実習

生の教育実習、学校体験活動の受入れについて、下記のとおり承諾します。 

 

記 

 

 １ 実習等の受入れは、令和５年度入学以降の学生の実習等を対象とする。 

 

 

 ２ 学校体験活動については、次のとおりとする。 

 

 （１）学校体験活動とは、学校における教育活動や学校行事、部活動、学校事務などの学校における 

    活動全般について、支援や補助業務を行うことをいう。 

 

   （主な活動内容） 

○生徒等の話し相手、遊び相手 

○授業補助  

○学校行事や部活動への支援 

○事務作業の補助 

○放課後児童クラブ、放課後教室、土曜授業の補助 等 

 

 （２）学校体験活動において学生が行う支援、補助業務の指示は受入校の校長が行う。 

 

 （３）学校体験活動に関する学生への指導や評価は大学の担当教員が行う。 

 

 （４）学校体験活動に関する上記以外の事項については、大学と受入校との協議により決定する。 

 

 

 ３ 教育実習、学校体験活動の受入れについては、大学の依頼に基づき、協議の上、校長が決定する。 

 

 

以上 

  

 

令和 ４年 ３月 １０日 

 

 北海道星槎学園 

 星槎道都大学  

  学 長  飯 浜 浩 幸 様 

                              

                     （学 校 名） 北海道北広島教育委員会      

 

 

                     （職名・氏名） 教育長  吉田 孝志       
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